
第１・２年生複式学級  算数科学習指導案 
              令和 3年 1月 20日（水） 第５校時 

  場    所            １・２年教室 

  指 導 者          山本   有里 

 

１ 単元名  １年生「どちらがひろい」 

２年生「長いものの長さのたんい」 

 

２ 単元目標 

 １年生 ２年生 

【
知
識
・技
能
】 

面積についての基礎的な意味や比

較の方法、任意単位による測定の

方法を理解し、面積についての基礎

的な感覚を身につけ、直接比較や

任意単位による測定などによって、

身の回りにあるものの面積を比べる

ことができる。 

長さについて単位と測定の意味や、単

位の関係を理解し、およその見当をつ

けながら量の感覚を身につけるととも

に、長さの単位を適切に選択して身の

回りのものの長さを測定し表現すること

ができる。 

 

【
思
考
・判
断
・表
現
】 

身の回りにあるものの面積に着目し

て、直接比較や任意単位による面

積の比べ方を考えたり、任意単位に

より面積を数値で表したりしている。 

 

上位単位の必要性に気づき、身の回り

のものの特徴を長さに着目してとらえ、

既習の学習を基に長いものの長さを表

す単位について考えている。 

 

【
主
体
的
に
学
習
に
向
か
う
態
度
】 

身の回りにあるものの面積に関心

をもち、比較の方法を工夫した過程

や結果を振り返り、そのよさや楽しさ

を感じながら学ぼうとしている。 

身の回りにあるものの長さに関心をも

ち、数学的に表現・処理したことを振り

返り、数理的な処理のよさに気づき今

後の生活や学習に活用しようとしてい

る。 



３ 単元について 

 １年生 ２年生 

児
童
に
つ
い
て 

とても個性的で子どもらしい。できる

ことも増え、授業にも落ち着いて取り

組むことが多くなった。二人の仲は良

好なので、受容的に相手の意見を聞

くことができる。反面、ブロックなどの

操作活動では、本題から脱線してし

まい、やるべきことがおろそかになるこ

ともある。また、次々に進めようとする

子どもと、教師の指示を待つ子ども

の差が少しずつ見られることもある。 

本単元では、ペア活動を取り入れる

ことで協力し合いながら課題解決を

目指せるようにしたい。 

 

全体的にとても明るく活発である。 

１年生のお世話をしてくれる子も多

い。休憩時間は、上級生とも交わり過

ごし、教室に残っている子はいない。ま

た、２年生としては機転が利く子が多

く、指示される前に行動できるところ

がある。お話好きで、いろんなことを話

してくれる。好奇心が旺盛で、いろん

なことに興味を示す。そういうところが

うまく授業に生きるときもある。しかし、

普段の授業と違った場面では、緊張

からか、いつものような活発な意見が

出なくなる子が多い。 

本単元では、３人が活発に意見を出

し合い、司会者が中心となり、できる

だけ自分たちの力で進められるように

したい。 

指
導
に
つ
い
て 

両学年とも、提示された「学習進行カード」を活用し、４５分の授業の進め方を

パターン化している。提示された「手立て」に沿って、本時の課題をつかむため

に、問題やめあてを読み、本時の学習課題をつかむ。「時間」と「進行」も意識

しながら、学習に取り組ませていくようにする。授業の流れがわかることで、リ

ーダーも進めやすい。低学年では難しい面もあるが、間接指導時に少しでも

進行の目安になればいいと思い取り組んでいる。振り返りでは、授業の感想を

書いている。初めは上手に書けなかった子もだんだんと自分の気持ちを書くこ

とができるようになってきた。みんなが書いた感想を発表し合ったりもしてい

る。だんだんと表現力がついてきたようにも感じる。低学年の子どもたちだけで

授業を進めていくことは難しい。特に１年生は、初めての体験である。２年生に

とってもある程度の経験はあるが、言葉足らずになりがちである。基本的な学

習の流れの中で、司会の子どもによりそいながら支援していきたい。 

 



評
価
に
つ
い
て 

２枚のシートの広さの大小を、並べた

り、重ね合わせたりして比べる活動を

通して、ものの広さの大小に気付か

せ、広さの測定の素地を培うようにす

る。    

♦「広さ」の意味を理解している。 

♦自分が考えた方法で「広さ」を比

べることができる。 

♦重ね合わせて「広さ」の大小の比

較をすることができる。 

１００㎝を超える長さを別の長さで表

す活動を通して、ｍと㎝の相互関係に

気付かせ、１００㎝を超える長さをｍを

使って表すことができるようにする。 

♦ｍと㎝を使って長さを表すことがで

きる。 

♦長さを表す単位「メートル（ｍ）」と、

１ｍ＝１００㎝の単位関係を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 本時の学習  

（１）学習の流れ 

１年生（全 2時 本時１時間目）   ２年生（全６時間 本時２時間目） 

本時の目標 

身の回りにあるものの面積に関心をも

ち、直接比較で比べることができる。 

  本時の目標 

より長い長さを表すのに上位単位の必

要性に気づき、長さを表す単位「メート

ル（ｍ）」を知り、１ｍ＝１００㎝の関係を

理解する。 

学習の活動 指導の留意点（○）

と評価（♦） 

  学習の活動 指導の留意点（○）

と評価（♦） 

１  問題場面をと

らえる。 

 

 

  

 

 

 

２  めあてをつか

み、解決の見通

しをもつ。 

めあて 

 

○p.１０６上段の

絵のみ黒板に提

示する。 

○絵を見て話し合

いながら、身の回

りのものの面積を

比べることを明確

にする。 

○シートやお皿の

大きさのことを「広

さ」ということを教

える。 

○既習の「長さ比

べ」や「かさ比べ」

のときに学習した

直接比較の方法

を想起させ、本時

の学習に入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １  ドリル学習を

する。 

○1人１台タブレ

ットを用意し、各自

でドリル学習に取

り組ませる。 

３  二人で、レジャ

ーシートやお皿

の「広さ」の比

べ方について、

○前もって児童に

レジャーシートを

家から持ってこさ

せておき、大小２

 

 

 

 

 

 

 

 

２  問題を知り、め

あてをつかむ。 

 

 

○紙テープの長さ

を測った活動か

ら、㎝より大きい単

位が必要であるこ

どちらがひろ

いでしょうか。 

くらべかたをか

んがえましょう。 



考える。 枚のセットを作っ

ておく。 

♦自分が考えた

方法で「広さ」を

比べることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

 

 

 

めあて 

 

 

 

３  長さの単位

「メートル（ｍ）」

を知り、 

１ｍ＝１００㎝の

関係を確認す

る。 

 

長いものの長

さをはかるのに、

１ｍの物差しが

あることを知る。 

とを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１ｍ＝１００㎝の

関係が理解できる

よう、１ｍ物差しや

教科書ｐ．６８の物

差しの絵を見せ

る。 

４  比べ方を出し

合い、話し合う。 

○結果だけでな

く、言葉で「広さ」

の大小を説明する

ようにする。 

○どの部分を比

べたのかを問うこ

とで、並べて比べ

る方法だと、２枚の

シートの「広さ」を

詳しく比較するこ

とができないこと

に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４  １２０㎝の別の

表し方を考え、

話し合う。 

 

 

○それぞれの考え

をホワイトボードに

書いて、発表させ

る。 

○5㎝と２㎜をあ

わせて 5㎝ 2㎜

と表したときと同

様に、１ｍと２０㎝

をあわせて１ｍ２０

㎝と表す複名数表

現について確認さ

せる。 

長いものの長

さのあらわし方

をしらべよう。 

りょう手を広

げた長さ１２０

㎝のべつのあら

わし方について

しらべましょう。 

 

 

 



○真上や縦と横を

そろえて重ね合わ

せて比べること

で、「はみだしたと

ころがあるから、

広いです。」のよう

に、分かりやすく表

現できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

♦ｍと㎝を使って

長さを表すことが

できる。 

 

 

 

 

 

 

５  適用問題をす

る。 

教科書 P．１０６ ２ 

 

♦実際に、用意し

ておいた３種類の 

ものを使い、重ね

合わせて「広さ」

の大小の比較を

することができる。 

  

 

 

 

 

 

 

５  学習のまとめ

をする。 

 

 

６  学習のまとめ

をする。 

 

 

 

 

○この時間は、重

ねて比べる直接比

較の方法でまとめ

るようにする。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  練習問題をす

る。 

 

♦ｍと㎝を使って

長さを表すことが

できる。 

○ｍを使って表す

と、小さい数で表

現できること、１ｍ

ものさしを使うとべ

んりだということに

気付かせる。 

○１ｍのものさし

で、教室にあるも

のの長さを測るよ

うにさせる。 

７ 振り返りをする。 

学習の感想をノートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

学習の感想をノートに書く。 

 

長いものの長さ

をあらわすとき

は、メートルとい

うたんいをつか

う。 

 

 

 

 

 

(１)つぎの長さをｍと

㎝であらわしましょう 

（自分たちが両手を広

げた長さ。） 

①１１７㎝＝□ｍ□㎝ 

②１２３㎝＝□ｍ□㎝ 

③１３７㎝＝□ｍ□㎝ 

(２)１ｍものさしで、い

ろいろなものの長さを

はかりましょう。 

どちらがひろい

かは、かさねあわ

せることでくらべ

ることができる。 

ひろいじゅんに

いいましょう。 



①  

 

教室座席配置図 

 

 

黒板（２年生） 
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ホ
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三
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司会 

司
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（
１ 

年 
生
） 


